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	        受水槽で死体発見　営業継続
１１月２７日夕方に三重県松阪市の大型商業施設の受水槽で死体が発見されましたが、当該施設は物販の営業を継続していました。６日後に衛生上の問題は解決したとして、全館営業再開をしましたが、利用者の感情的なわだかまりは残ったと思います。そこで、新聞等の要旨と個人的意見をまとめました。

１　発見日時　　１１月２７日午後５時

２　所在地　　　三重県松阪市　Ｍ（大手スーパー系列大規模小売店舗）

３　新聞記事等（要旨）

　１１月２８日　夕刊三重新聞

　　①27日午後５時、従業員出入り口側の屋外に設置してある受水槽から、男性の遺体が見つかった。落下した水槽の天井を突き抜け、水の中に落ちたとみられ、中で浮いていたという。

②松阪署によると、自殺の可能性が高いと見ている。

　　③遺体は伊勢市の４０歳代の男性。今月１日から行方が分からなくなっており、家族が探していた。

　　④受水槽は高さ１ｍほどの足場の上にあり、横１２ｍ、奥行き３ｍ、高さ３ｍほど。

１２月２日　Ｊcast ニュース

　　①担当者は10月27日に受水槽の清掃と点検、11月8日には「3か月おき」の点検を行ったという。
１２月３日　当該施設Ｍのお詫び

　　①事故発生を受け、速やかに保健所へ報告した。

　　②速やかに上水道の使用を中断し、受水槽、配管、調理器具の点検、洗浄を実施した。

　　③水質検査を実施し、水質基準に適合していることを確認した。ウイルス（肝炎、ＨＩＶ）について問題ないことを確認した。

　　④12月3日全館、営業を再開した。

１２月３日　夕刊三重新聞

①事件発覚後、飲食店11店、理髪店やエステなど4店、上水道を使用する店舗すべてを「施設の一部破損や点検のため」と、店内に断りを掲示して休業。また店内の水を使って調理した加工食品の販売も中断した。

　　②水質は法的な安全性に適合していることを確認したとし飲食店などの営業を再開した。
　１２月４日　asahi.com 1時44分
　　①屋外に設置されている水道の受水槽から11月27日に、自殺とみられる死後１カ月近くの男性の遺体が見つかっていたことがわかった。受水槽の水は発見時まで、J 松阪店や飲食店、食品販売店などの入る施設全体で、水道水として使われていた。

　　②Ｍは「食品衛生法や水道法上、安全は確認できたが、気持ちの面でご心配をおかけし、申し訳ありません」とコメントしている。

　１２月６日　伊勢新聞

　　①11月1日午後にＭ店内で男性と一緒にいた女性から「行方がわからなくなった」と１１０番通報があり、施設従業員や松阪署員が探したが男性を見つけることができなかった。　
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笈川個人的意見

　①11月8日に受水槽の定期点検をしたとのことであるが、上部の点検はしなかったと思われる。

　②非常階段を上り、飛び降りたと考えられているが、非常階段を締め切ることは出来ないので、受水槽が建物近くにある場合には、防護網の設置と、点検回数の増が必要と考えられる。

　③一般的な物販は継続され、Ｍに対して一日数十件の問い合わせがあったとのことで、利用者の感情的なわだかまりは残ったと思われる。

　④受水槽は２槽に分かれていたようだが、公表して全館休業する必要があったと考えられる。
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